
30101水力発電所等建設工事業における死傷災害100事例まで（2018年）

No 年 月

発

生

時

死傷災害事例
年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2018 1

10

～

11

洗車場の配管水漏れ修理工事の元請け工事現場で、工事場所から1～

2m離れた所にトラックを止め、水道部材を両手に持ち、現場まで歩

きかけたとき、現場が倉庫の影でアスファルトが凍っていて滑って転

んだ。 左手をついたが、左手の上に体が乗って体の重みで左手首を

骨折した。

40 2 417

1

～

9

人

2 2018 2

9

～

10

放流管の弁を閉めてから作業するところ、当日は弁が開いたままに

なっていたため流された。
36 10 713

1

～

9

人

3 2018 4

17

～

18

取水口内で足場解体中、安全帯をかけていた階段とともに落水した。 44 1 411

1

～

9

人

4 2018 8

16

～

17

道の途中にある蓋のある側溝で、小枝を詰まりの危険性除去のために

取り除こうとして、体重をかけたところ蓋が側溝に落下し、右足に高

熱の側溝内のお湯を浴び、火傷を負った。

39 11 418

1

～

9

人

5 2018 9

8

～

9

夜勤明けで帰宅途中、信号待ちで停車していたところ、追突された。 40 17 231

1

～

9



人

6 2018 9

16

～

17

6万ボルトの電圧を入切する機械（GIS）の組立作業中、80cm高さの

脚立を使用し、側板（上段）位置を微調整で力を入れたとき、バラン

スを崩して脚立から転倒した。

38 1 371

10

～

29

人

7 2018 9

8

～

9

夜勤明けで帰宅途中、信号待ちで停車していたところ、追突された。 40 17 231

1

～

9

人

8 2018 9

16

～

17

6万ボルトの電圧を入切する機械（GIS）の組立作業中、80cm高さの

脚立を使用し、側板（上段）位置を微調整で力を入れたとき、バラン

スを崩して脚立から転倒した。

38 1 371

10

～

29

人

9 2018 9

8

～

9

夜勤明けで帰宅途中、信号待ちで停車していたところ、追突された。 40 17 231

1

～

9

人

10 2018 9

16

～

17

6万ボルトの電圧を入切する機械（GIS）の組立作業中、80cm高さの

脚立を使用し、側板（上段）位置を微調整で力を入れたとき、バラン

スを崩して脚立から転倒した。

38 1 371

10

～

29

人

11 2018 9

8

～

9

夜勤明けで帰宅途中、信号待ちで停車していたところ、追突された。 40 17 231

1

～

9

人

12 2018 9

16

～

6万ボルトの電圧を入切する機械（GIS）の組立作業中、80cm高さの

脚立を使用し、側板（上段）位置を微調整で力を入れたとき、バラン 38 1 371

10

～

29



17 スを崩して脚立から転倒した。
人

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例まで（2018年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202401_04.html
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